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第一￥ ；包医災；在或ハ人工呼吸｝t置7装用

セラレタル閥側閃胸水兎ノ生在時

r:oニ就テ
（甲〕 人工呼吸装置袋mm物ノ生在時間
（乙〕 jfi服装置装用動物ノ生在時間

告書ニ章過医装置或ハ人工呼吸装置7装用

セヲ νタル閥側［司晩家兎ノ煙i旦亡

うたニ；就デ

〈甲） 迩~装置装用語〈兎ノ i捜温亡失ノ：程

度

（｛〕 雨側第二肋間各二糎切開ノ；場合

（ロ） 雨nm第二肋間各五糎切開ノ；場合

（ρ〕 爾側第四肋骨二・五一四糎切除

ノi場合

（乙） 人工呼吸装置装用家兎ノ慢温亡失

ノ程度

（イ） 岡側第二xρ第三肋問符二料切
I対ノ場合

（ロ） 陥ー側第二父ρ第三肋間各四一五

＊~切開ノ場合

（ρ〕 雨側第四肋骨各二・五一四杭切

除ノ勿介

事長三章 氾用奇数世或ノ、人工町’吸装 ii'~ ヲ装万1
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動ユ就デ

（甲〕 l!&ll'I'!装置装用ノ場合ノ呼吸運動

（乙〕 人工呼吸装置装用ノ；場合ノ呼吸湿

動

第四辛抱麿装置或ハ人工呼吸装置ヲ援用

セヲ νJi<yレ繭側開胸家兎ノ呼吸性

瓦斯交換ニ就デ

〈甲〕 ll&~装置ヲ装用セラ ν Ji< )J/繭側関

胸家兎ノ呼吸性瓦新交換

（イ〕 爾側肋間各二糎切悶不完全開放

性気胸J場合

（ロ〕 雨側肋間各二糎切開完全開放性

気胸ノ場合

（ρ） 雨側肋間各五糎切開ノ場合

（乙）人工Pf吸装置7装用セラ V異常爾

側関胸家兎ノ呼吸性瓦新交換

（干〕 雨側肋間各二糎切悶ノ場合

（ロ〕 爾側肋間各五糎切開ノ場合

錆Hi_f;;: 遁陸袋置或ハ人工可一吸装置ア装用

セラvタル！荷側関胸家兎ノ血液瓦

斯：lil：ニ就デ

；甲〕 泡降装置ヲ装用セラ νタル爾側関

胸家兎ノ血液瓦新設

en 爾ll!O肋間各ニ糖切開ノ；場合

第一編線

第一章緒

（ロ〕 繭側第三或戸第四肋’庁三.li一

四焼切除ノ場合

（乙〕 人工呼吸装置ヲ装用セラ Vタル爾

側関胸家兎ノ血液瓦斯量

(1〕 爾側肋間各二糎切開ノ場合

〈ロ〉繭側第三或ρ第四肋骨二・五一

四糎切除ノJ場合

第三鯛究助成績ノ概指的批列

第一章緒 言

第二r;.: 各動物ノ生在日年間ill日定＇l'l＇.験成績 Y

批列

第三主主勝温亡失ニ閥スル＇.！＇ 1験成績ノ批判

第四家呼吸運動ニ閥ス/J/ft験成績ノ批判

第五主主呼吸1性瓦筋交換測定資験成紙ノ批

列

第六章 血液瓦所主主測定1受験成絞ノ批判

第四編総括的考察

第一章人工呼吸法ノ扶-:1.li 干都セラル、 .;<J·~

項J考察

第三章人工呼吸装置1、過盤装置トノ問ニ

性能ノ差Jltヲ惹起セVム 1'.I機I樽ノ

考察

第五続結 論

-=-
Cl 

論

1904年異監装置ノ設明＝ヨリテ長足ノ進歩ヲ途ヂタリト稿セラル、胸院外科ハ、爾来年

ヲ閲スルコト正＝二十有五ニ丞ントスル今日＝於テモ之ガ前途ヲ具サ＝糖硯スレバ吏ユ

更ニ笠洋ノ嘆r%タ難キモノアリハ白］胸腔外科ノ現況＝アリテハ外科的侵襲ノ迷シ得｝J,範囲

ハ殆ド常＝左右何レカ偏側ノ胸腔ノミユ限ラレ、一定ノ計重ノ下＝雨側ノ胸腔ヲ同時ニ開

放スル外科手術ノ：如キハ到底望ムペカラザ｝J,，カノ如キ観ヲ呈ス。市シテ共ノ理由＝至リテ

ハ閏ヨリ一、二＝シテ止マザランモ、共有力ナルモノ Yーハ南側開胸外科手術＝向ツテノ

補助呼吸装置トシテ、カノ呉l~装置ナルモノガ果シテ如何ナル程度マデ信額＝値スルヤユ

就テノ確信ヲ快ケル貼ユ懸存スぺク、シカモ這般ノ泊息、ハ、異歴装置ガ専ラ｛局側開放性気

胸ノ危険症AAヲ防止スルコト共コトノ：局＝一世ノ渇望ノ釘象トシテrn現シタ J'f, 事 filJ~ 碩ミ



rh茅、南側開胸術ニ服用セラルベキ補助呼吸装置二関ス •＼， 貨物的郁究 ：~ 

レ.r＇.、ス屯モ怪シム＝足ラザルナリ。況ンヤ近時偏側開放性気胸共モノ.：＝.f-Jスル見解ガ、

之ヲ以テ何等特種ノ危険ヲ粛スモノュアラズ 1・ナシ、既ニ異底装置態用ノ下ニテ行ハル、

程度ノ外科手術ハ、全然之ヲ用ヒザル応潟教授ノ所謂子座開胸術＝ヨリテ却テー居容易＝

j丞行セラレ得ルコトヲ立詮セル多数ノ：事賞7l傘グラレタJレ今日＝於テ、異Im装置ノ賓際的

慣値ニ閥スル疑念ノ生ズルハ定＝営然ノ！掃結ナリト云フペキノミ υ

思フ＝雨側ノ胸腔ヲ同時＝開放スル外科手術ハ胸腔外科ノ将来＝向ツテ更＝新ナル進路

ラ拠フルモノユシテ依テ以テ神谷スル所砂ナカラザノレペシト雄モ、之ガ達成＝営リテハ何

等カノ方法ヲ以テスル補助呼吸設置ハ必要zシテ快クペカラザル4条件ノーナリト言ハザル

ベカラズ。サレバ搭＝阿側開胸外科手術ア達成セシム；i.-魚＝ハ如何ナル補助呼吸設置ヲ悠

用スベキヤヲ決定スルコトハ躯テ紡旅＝於ケ）＼；目白~外科蛮蓮ノ鎖鎗ア撞Jレノ問題タル＝他

ナラザルナリ。

会等ノ賢般的研究ハ如上ノ；見地＝基キア企テラレグリ。

第二章責駿 J 方針

会等ハ賢験ヲ遂行スル＝先グチ、所謂補助呼吸装置ナルモノ＝就テノ強備知識ヲ必要ト

シタリ n

抑モ現今胸腔外科手術＝腹、用スル目的ヲ以テ考案セラレタ ）I,補助呼吸設置ハ頗）＼；多種多

tエェシテ之ガ全部ヲ枚穆スルノ：原＝堪ヘズト§'4¥.：、相互ノ問＝ハ徴細ナル黙＝関シテ一利一

筈アリト栴セラル。今橋詰上ノ原則並＝此ガ賓地腔m上ノ共通貼＝従テ此等ア分類スレバ
次ノ如シ。

f過際空気ヲ有スル箱ノ’I• ニ被手術者
，（イ〕4ノ頭部ヲ牧メテ呼政セミ／ムル宅ノ
I t、1；：川lcnapparate〕。

i. ii¥¥1 m~ 災 置｛
Uel>er<lruck- I . （「マスPJニ依すテii&限主主気ヲ鼻口隆
verfahren " （ロ〕｛ヨリ導キ之ヲ呼吸セミ／ムル毛ノ

L(Maskenapparate〕。

I 被術者ノ E京都以下ヲ低~ヲ有スル特
I cイ）l jjij ノ案内ニ牧メ制い、外気•J•:.i{J ジ
lテ大気ヲ呼吸セジムル毛ノ。

2. 低限装置！（口〕［町内服室内ニアラVメ酎i：以下
Unterclruck- ) l 71！民感室内ユl&ムル毛ノ

fol I I f被術者ノ全身ヲ低E容室内ニl&メ導管
l心、）イ並ニ「マスP」ユヨリテ大気ヲ呼吸セ
LジA Pレ毛ノ 0

3. 吹 入 法 気~宮内ユ特額ノ「カテーテ 11ノJ ヲ挿入
lnsufflation v不断性ニ過腿空気ヲ吹入ス Jレ毛ノハ

4・指 令官 法 大樹吹入法＝同クキ毛本法ρ渇~須
Intubation 気ヲ断続的ニ主主入λ。

Engelkenn, Brauer. 

"・ Steinmann, Schoemaker, Roth-
1コrager,Tiegel, Brat－日chmicdc11,
:bnickhardt-Landois, l¥llinnich. 

Sanerbruch. 

W. l¥fayer. 

Giertz. 

¥ orhard, Auer-:llcltzer. 

Fcll-0’Dwe、er.



4 日本外竿1・fit 歯切七谷第一挽

ti.上ノ rl• 、所謂異座装置トハ通常過肱或ハ低座装置ノ汎稽＝シテ前者ハ Brauer 後者－

J、自fluerbruch ＂＇－ヨリテ創案セラレタルモノナリハ而シテ此等雨装置ガ開胸術＝庭用セ

ラル、時、首該生程＝及ポス種々ノ生理的影響ユ就テ質験的＝研究セラレタル結果 Sauer-

bruch, Tiegel等ハ低底装置ガ血液循環系ヲ撹昆Lスルコト少ナキ事賓ア象グテ週医装置

＝優レタリトナシ、 SL・idel,Dreyer l:nd Spa1marn九Brauer,Bruckhardt等ハヵ、；t-事

Z主ヲ否定シテ五E者全ク優劣ナシト主張シ久シク論今Tア重ネタりシガ結局、 Tiege1，仇 uer-

hruch 等ハ l補者ノ本質的作用 en・irkungf>•,·eise) ノ問＝ハ飽クマデ差異アルコトア認

ムルモ、日常臨用セラル、程度ノ！藍差並＝時間ニテハ人煙ノ有スル埴l定力甚大ナルガ釘＝

週座装置ff!F.J日ノ場合ト雄、此作用ノ差異ニ因リテ惹起セラルベキ障害ノ程度ハ比較的僅徴

＝シテ質際上ニハ此ア無視スルモ不可ナシ」ト譲歩的態度ヲ示シ夕日。現今ハ構活ノj商事

ナル貼＝於テ過座数置ガ庚ク行ハレ就Eド探作ノ簡便ナJv知＝於テ :Jiaskenapparate ガ好

ンデ用ヰラル。

但シ Saue1hruch ＂＇＂従ヘバ異監護置本＊ノ理想ハ、利用セラルペキ~差ガ常＝一定不

費ナルニアリテ、 f合カモ生理的呼吸＝際シ生陸ノ呼吸スル大気ノ！藍＝思揺ナキト同軌ナJレ

ヲ要スO 此貼＝於テ比較的民主支ナル昼間ヲ .~1有スル低盛装置及 Kastena pparateハ此理想

＝近ク昼間ノ狭小ナJv:Jfaskenapparate ／＇柏此＝建シト n 然レドモ J'¥Iaskenapparnte.:::. 

於ケル呼吸気時ノ！藍差E揺ノ程度ハ僅.：：：.－）＇；至二粧水柱＝過ギザノレヲ以テ大隈＝於テ異監

接笹ノ理想＝一致スルモノト｛故スコトア得ペシ。

l次入法ハ氷闘ノ一部＝於テハ韮グ1’f用セラル、モ依蓮カ＝迫監装置ノ一般的ナル＝及パ

ズ0 SauerLrcC"hハ強ク此ヲおi撃セリ。モシ、ソレ持昔

＝シテ今日蒋ピ此ア顧ミ Jv者1民キナ H。

今此等ノ諸装置ヲ通費スル＝共作用ノ原則的様式ノ如何エヨリテ此ヲ二群＝大別シ得ぺ

キガ如シ。 IW

（ー）航臓ノ内面トタト商トア支配スル座差ア常＝一定不盤ナラシムルモノ

（二）此犀差ア週期的若クハ調律的＝動指セシムルモノ

ノ二＝シテ、第一ノ佐件ア具官官スルモノハ具座装置、 l次入法答品シテ、第二ノ依件ヲ兵フ

ルモノハ挿管；訟ナリ。而シテ現今ノ知見ア以テスレバ、アラユル補助呼吸設置＝共有セシ

メ得ル作用ノ様式ハ以上ノ二係件ノ外ニIHデザルモノト考ヘラレ、従テ各々ノ僚子lニア如何

＝排列、按配スルカエヨリテ車種ノ模型ヲ考案シ符ペキノミナリ。サレド第一ノ依件ア具

備スルモノハ既＝現行ノ異E控置或ハ吹入法等エテ壷サレタルヲ以テ、主主＝ハ第二ノ僚1'1'

ヲ備フJv柿助呼吸設置ガ如何様＝ シテ構成セラレ得Jt.-カニ就テ考察スルユ

（イ）低m裳置ノ｛正座＝一定ノ勤時アBi!7；レモノ



flt茅、用性1抑制可術ェ陀！用セラルペキ lrll助呼吸引~エ閥宍河 1叫おi'Jj研究 !j 

（ロ）頭部（賓ハ肺臓内面）＝過匹、頭部以下（質ハJli!i臓外国）.::. fl~/lES ヲ拠ヘテ各々ノ盤ヲ動

揺セシムルモノ

（ハ〕過駆装置ノ過~.：：.一定ノ動揺ヲBi!, 7 JJ..-モノ

等ノ；場合アルペシ。此r！ヘ（イ）、（ロ）＝該首スルモノハ未グ試HIセラレタルコトナキモ、

（ハ）過座装堅＝於ア共座差.=o-・A.：ノ動指ヲ拠フル如ク柿：成七ラレタルモノハ、師.：：.1909年

Jane"・ay and Gre白n~；.：：.ョリテ報告セラレタリ。之＝於テハ過駆lii ノ上方＝ーノ自動雛

ア取リ附ケ以テ自動的週明的＝箱内ノm:;ソ勤務セシムル如ク排置セラレタリ。
然レドモ現行ノ異座装置ノ原則ノ上＝立チテ窃．＝共監を＝一定ノ動揺ア拠フルコトヲ試

ムルガ如キハ畢克ー何等ノ意義ヲモ粛ラスモノ＝アラザルペシ。共理lLIヲ述ブレバ、異座装

置＝アリテハ原則トシテ生臨ハ自己ノ呼吸運動ヲ保持スルニアラザレバ充分ナル瓦斯交換

ヲ行フヨト能ハザノレモノ zシテ換言スレ〆、生髄ヲシテ自然ノ呼吸運動ヲ営マシムルコト

ア以テ異~装置ノ；理想トスル所ナルガ故＝、呼吸装置＝於ケル座差ノ勤務ト生鰐自己ノ呼

吸運動ノ各位相トノ問＝ハ何等ノ臨係ヲモ成立セシメザルモノナリ。更＝詳言スレバ生臨

ハアル時間中＝ハ比較的高キ！IB;·x~ ノ下＝、ヨたノ民間＝ハソレヨリモ比較的低キ鹿差ノ下＝

テ「i己ノ呼吸運動ノ；抑制土ヲ失フコトナク白ラ呼吸ヲ佳ムコトヲ交正.：：.J豆覆スルト云フェ過

ギザルナリ。従テ偲ェ比i史的低キ~差＝テ呼吸セシムル方ガ有数ナリトスレメ失ノ時間ニ

ツレヨリモ高キ鹿差ヲ奥ヘテ呼吸セシムルコトハ畢党生躍＝主Jス）＼，依f’Fヲ却テ改悪スル以

外ノ何物＝テモアラザノレペキナリ。

悲＝第二ノ僚件ア最徹底的＝具備セシメタルモノ＝人工呼吸装置アリ、之ェアリテハ前

者ノ場合ト全ク関係ヲ異＝シ、装置＝ヨリテ起ル~差ノ一張一弛ヲシテ直チ＝生臨ノ呼吸

運動ノ各位相ト密接ノ闘係ヲ千JセシムJレモノニシテ、詳言スレバ主主鰹ハ企然自己ノ呼吸運

動ヲ故郷シテソノ代リ＝全然器械ノ：興フJJ..-呼吸運動＝ヨリテ呼吸ヲ行ハシメラル、ナリ。

上＝述ぺタル所ア融括スレバチCノ如クナルペシo

柿助呼吸装置ハ共作用様式ノ；如何ユヨリテ此ア二群＝大別スルコトヲ得、共ーノ；様式ハ

具睦装置＝ヨリテ代表セラル、モノ＝シテ、（就中 ~faskenapparate 最蹟ク川ヒラル）共

二ノ様式ハ人工呼吸装置＝ョ Hテ代表セラルベキモノナリ。

:H~ ＝＝－至リテ余等ガi~i披スベキ質験ノ方針ハ自ラ樹立セラルペシ＂ lWチ、両側開胸外科手

術ヲ達成セシムルグメ＝ハ過座装置ヲ用フペキヤ、或ハ人工呼吸装置ヲ川フペキヤヲ決定

スルコト＝師着スルガ故＝、会等ハ此方針＝基キ千千々ノ装置ヲ装用セラレタJl-雨側開胸家

兎＝就デ

一、生存時間 二、臨ilfJ.亡失ノ程度 三、呼吸運動 四、呼吸1'1瓦斯交換

五、血液瓦斯量
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等ノ計測置験ヲ行ヒ、果シテ何レノ装置ガ優秀ナリヤヲ決定スル所アラシトス。

第三章 人工呼吸装置＝就テ

既＝前章エ於テ、公等ノ賞験方針ガ多種多様ナル補助呼吸装置ノrドヨリ結局ハ過監装置

ト人工呼吸装置トア取出シ、夫々雨側開胸外科手術＝！窓用セラル、場合、果シテ何レノ装

置ガヨリ優秀＝役立ツカヲ決定スルコト＝師着スル理由＝就テ詳述シグリ口就中、異l墨装

置ニ就テハ宜験的並＝臨床的＝幾多ノ研究ガ重ネラレ普ク世＝知ラレタルガ故＝今更接連

スルノ要ナカルベキモ、人工呼吸設置＝就テハ未グ必ラズシモ然ラザルヲ以テ以下少シク

記述スル所アルペシ。

抑モ、人工呼吸装置ノ原則ハ1559年 Yesalガ胸腔ヲ開放セラレグル犬＝就テ共生命ヲ

保タシムペク此ヲ庭用シタルユ惜~ Y, 1GG7年 Hook ハブミノ気管＝直接輔ヲ連結シテ規

則1Eシク空気ア｜次キコムコトユヨリテ一時間以上＝亙リ其生命ヲ保持セシムルコトア得タ

リ。共際主~；＼ノ迭入ヲ中止スレバ動物ハぷチ底墾ヲ起シテ死＝瀕シ空気ノ活入ア開始スレ

バ再ピ蘇生スルヲ見タリト報告セリ。共後 Goodwin ガ人工呼吸装置ヲ以テ、窒息者ヲ

蘇生セシムル局ノ；最良手段ナリト指摘シタルコト Le Gallois ノ；著書（1812) .：＝.見エタ

l) 。彼 I,eGalloisハ錫製注射部ノ下端＝ーノ侭（校ア設ケ此ヲ気管2「カ＝ウレ」内＝導キ、

ーブjノ口ア指頭ヲ以テ開閉シツ、室主主ヲ店Ji臓内＝ia入シ或ハ吸出スル方法ア採用シタ Pn 

絞れ此際批何＝注意ヲカ日フルモ屡々D1!1臓ガ断裂シテ生気ノ即J朕佐内＝決ルルコトヲ目撃シ

タリ。又町.~食生王E・望Ei.病理接ノ；f:iJ立者ナル｝fagendie ハ 1811年以来生理接的賓職＝向テ

規則トシテ人工呼吸装置アl底HJシタルガ、彼ノ方法ヲ模倣シクルスベテノ研究者等（主ト

シテ生理事者）モ亦彼ト同：；：ク夫々ノ動物質験＝於テ所要時間中動物ノ生命ヲ保持セシム

ルコトニ成功シタリ。

共後ノ長年月ノrm＝人工呼吸ノ手抜ハ杢ク共面目ヲ改メタリ n今共大要ア述フ、、レバ、動
物宜験＝於テよ字形ノ「カ＝ウレ jラ作リテ一端ヲ気管内ニ挿入シ他ノ一端＝ハ輔ヲ連結

シ践リ J 端ニハ主ーで竺＿！~氏排ヲ設置シ調停的＝空気ヲ迭リテ肺臓ヲ調律的＝膨脹セシメ

或ハ進気；l'l；’ノ中注ニ「ヱ戸テル」「クロロホルム」等ノ麻酔薬ヲ充セJレ容器ア介在セシメテ通

風ト同時＝動物ヲ麻酔セシムJレ等ノ方法モミl:J・案セラレタリ。次デ楠・＝代Jレベキ固筒形nf.p筒

ノ琵明アリ口史ニ通風ヂヲ通過スル空気＝＇.Uシf壬立量 J麻酔繋ア混入セシメ得Jレ Kionka.

ノ麻酔装置ナドモ聾表セラレ、此等ヲ利用スルコトユヨリテ人工呼吸設置ハー！音安易＝使

用セラル、＝至リタ P。向、首初ハ動物自己ノ呼吸運動ト装置ノソレトガ必ズシモ一致セ

ザルベキコ 1・ァ服感シ規nuトシテ貫験開始前「クラーレ」アrnヒテ動物ノ呼吸運動ア泊失セ



出茅、爾側関胸術ユH/g用セラルベキ補助l呼吸幾夜二閥スル賀政的研究

シムル方法ヲ講タタリシガ後＝至リテハ此装置＝ヨル換気作用ガ充分エ行ナハル、場合＝

ハ、動物ハ間モナク「アプノヱ」ヲ起き〆、之＝ヨリテ呼吸筋ノ作用ヲ全然放榔セシメ得ル

コトモ判明シタリ。

人工呼吸装置ヲ初メテ人腫＝臆用シタルハ Fell ＝シテ彼ハ1893年阿片中毒ノ患者＜IH

シ共呼吸ヲシテ有効ナラシムル魚＝気管「カニウレ」ョリ、或ハ「マスク」ヲ通クテ鼻口睦

ヨリ空気ヲ迭リナドシテ好果ヲ牧メ得タリ。又 Tuffierti. Hallion 等ハ人工呼吸装置ヲ

謡歌シテ大ニ之ヲ入臨手術ニ臨用スペシトナシ、 o’Dweyerハカノ Intubationkan色leヲ

考案シテ気管切開ノ：国ヲ除キ以テ本質的＝改良シグリ n 1898年 M叫asハ人借手術エ謄；用

スペキ所謂 ::Vfata>:-SmythPumpヲ琵明シテ輔＝代へ一段ノ進歩ア加ヘタリ。

以上ハ異犀装置ノ完成前＝於ケル人工呼吸装置ノ大勢ナルガ異塵装置以後＝於テモ本法

ヲ試ミタルモ Jナキニハアラズ、！W 1909年 Bratu. Schmieden等ハ任意＝遁鹿装置ニ

モ人工呼吸装置＝モ使用シ得ル一新型ヲ護表シタルガ昔時以後カノ異鹿装置寓能主義ノ蹴

居セシコトーヨリテコノ新型モ僅ヵ＝過~装置ノー模型トシテ認メラレグ ）J, ：；：. 過ギザリシ

ナリ。

斯ノ如キ歴史ト費濯トヲ有スル人工呼吸控置ガ今日異塵接~：；：.ョリテ会ク鹿倒セラレ恰

カモ弊履ノ：如ク棄テ、顧ミラレザ）J,ニ至Fシ理由ハ抑モ如何、勝又其理由ナルモノノ安蛍

性ハ如何、コレ余等ノ貰験ノ結果＝ヨリテ自ラ判然スベキ問題ナルガ故ニ後来柳カ此＝言

及スル所ナカルペカラザJレナリ n

第四章 寅駿方法及材料

遇底7ll草生セジムルタメニ初ス Bイユ／マユノ＝倣ヒ＊流「ポYプ」ヲ利用 Vタルグ此方法ニテ外貨験室J

lkl!l~ ニ多少ノ時間的'llJj揺アリテ空気量ノ－~7期v難キ憾ナキユアラザリジア以テ後ユ至ヲテ余等ρ特

種ノ凶筒式nBPfii)7備 7Iレ新装震ヲ考案:V'i'd:!IDJ機ユヨリテ此ヲ返事事セVメ概キPfi・期ノ目的7達スルコトア

符タ明。第一、第二国ニ示サレタルノ、yνニジテ泡盤霊童生機 p ＝余等ノ別ニ考案セル通気管開問機81

s :"'2 （~f*fij ＞、第四闘参照〕ヲ取附夕、問問機ア迩韓註 Vム νバ人工呼吸装置トナワ蓮事事セジメ－~νバ泡

毘装置 I、ナ JV如 'J 排列セラ ν 』~ ~ .故ユ随時随意爾装置7特換ジテ使用ス JV::! ］、ア符。闘＇l'l＇ニテ設生

';I,;< Iレ泡~空気ニノ、多少 J 調律的勤務アル力事故ニョ ν7li町子製鐘筒G1 G2 7通過セジメ、ソノ問ニ安全

線 Svノ作用ニヨリテ勤務ナキ恒1E気流タラジム。過盤装置山第二章ユ述ペタル理由ニヨリ Maskenapp:i.一

回 te ノ型ヲ踏襲V呼気誘導管ア水槽 H20 中ニ挿入ジテ適蛍ノ［区差ア侭タ Vメタ Y。 批71'槽戸本袋

慌 7人工呼！！＆法ト Vテ用 711/場合ニJ、安全灘ノ用ヲナス宅ノユVデ、ヨ Vニヨリデ主主入空気ノ［医）J'"l@,大

干ナ＇）~ニ肺臓力、、断裂v或ρ~~＇.＼ ;It 胃内ニ主主入Vテ念性胃披張ヲ惹起スル毒事ノ障碍ヲ除ヨr1~，，レナ官。印
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殴！紙作用ニ際主／｛涼分ノ然以内ヨνヨリJlll:l:llスyν;11・1紋ニ肺臓内膝ヲ温度ニ指南セVムルヨトナv。呼黒川

第ー圏 余等ノ考案 ＇／ ~Iレ過膝装置粂月3人工呼吸装置ノ模型

第＝園同上略図

p 

・・・-・-M 

b 調徴 p 「オfνプJ Gl G2 m子製錨筒 Sv 安全車時 m r.，..ノメ－ Ii<-_, 
S1 S S2 開問機 e tJj： ~.1.1'干口 !¥I 「マスグ」 II20 呼気誘導7]<.nf

e ア辺ミY テ訓·~主セラル、毛ノニジテ特ニ吸tU ヲ加，、 y：、 Ba問機ユヨ官テ eγ火匁r［’ニ開放セラ νプル
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"" .:.ff~j臓ノ ~!j1力性ユテ自然ニ排出セラル、健ニ委ジタリ。人工呼吸装置エ於テ毛「マスグ .J7 使用 V以デ

気管-WJ閃ノ弊害7除キタリ。

一般ニ沼風管トジテ供用スル荷j守・4ま:DJ(＞、「ゴム」管ノ、適度ノ内1:[7干すλJレ屯ノヲ探ピ、且YJ泊以管系

ノ金長ヲナpνベグ短縮スルヨ 1、7努メ、以テ該管系ノ過小遜長ナルコ l、三百リ テ起リ符ペヨr11JJJ竹ノ呼吸

図貫ff'71~去ジ1•nr リ下信y：。此ヲ検ス ill Jr メニ沼風管系金部（泡歴五更生裟佐ヲ除~）ア連結V其一端ヲ

火気中二開放セジメ、他端ニ「マスF」ヲ連結ジ此ヲ健康!liJH却ニ装用Vテ呼吸ヲ行ρ ジメ、共際ilJJJ物ニ呼

吸促迫、努力性呼吸湿ill.JJ等ノ徴候ヲ認メザル程度ノ材料7携先採用ジタリ。動物ニ君主用スル「マスグ」ハ

利子ヲ以テ製作v、頂端ニ30.以fi."i＇・或ハ排気管ニ連結スベキ二校7設夕、 a口隆ニ主J・：；；完全気密性ナラジ
ムルよメニ戸歯科用「毛デ甲 yp・1 ユ一定ノ湿度ヲ奥九テ柔軟ナラ ジメタル毛ノヲ「マスグ」ノ遜縁ニ符i

jff-1!.：；；メ冷却前供試動物ノ吻部エ盤f,!f'lテ密着'l1!}1レ型7f乍リ置寺、 t令t:JJ!li!lイヒジタJν後用ニ供三／、；場合

ユヨリ テノ、実；上ユ倫「yセ！＇l)；：／」ヲ主主リ之亦概 ;f.Jifr期ノ目的ヲ達三＇l~＇タリ。此方法ニヨ ν パー個ノ「マス

グ」 7以テ大小種々ノ動物ニIJll¥用vl'.}1レノ便アヲ。

以上ノ諸装置ノヴrn.：，ノ種類、目的ニ館。テ多少ノ後己主アカ日〈』演習、 rrr-絢ノ、ill＇診；1宮殿ノ；卒下ニ於テ主主4
ラレタリ。 ~!!i量動物ρ全部家兎ヲ fflc 言者組ノ録件ヲジテナ pレペグ均整ナラジメ；：／ ji• タメニ貨店最前一週間

以上同一場所ニ於テ同一食filf(rJ'::ll:.売さ）ヲ以テ飼主主ジ空腹時7撰ピテft~金ヲ施行ジタリ。貨店主ノ質抱ユ

i¥l) 'T＞、先ヅ動物ヲ固定核上ユ背位ヲ以テ回定：；；所要部位J剃毛7行b胸壁土所要ノ肋間エ於テ筋肉7

切開v、止血7骸ユ：；；~ Y肋JW.'.7 ！客日J-l乙毛／ム。次デ夫々ノ；品目助呼吸装怪 7~主用ミノ此ヲ淫事事セミ／メ y 、助

政ヲ切開毛／或ρ肋骨ノ切除ヲ行じ Jrリ。

'.ttni動方法及材料ノ探定ニ閥ジテ木事E路教授ノ仰高孜ニ負ブ所多v。談テ感謝ノ意ヲ掠夕、

第二編賓 駿

第一章 退塵装置或ハ人工呼吸装置ヲ装用セラレタル雨

側開胸家兎J生存時間z就テ

余等ハ南側ノ胸腔ヲ開放セラレタル家兎＝於テ夫々過監袋置或ハ人工呼吸設置ヲ装用シ

各々ノJ場合＝於ケル動物ノ生存時間ヲiJllJ定シタリ n コレ同一僚件＝置カレタル動物＝釘シ

テ業生命アヨリ長ク保持セシメ得Jレ装置ノ方ガ該動物ノ生存僚件＝ヨリ好ク誼合スルコト

ヲ語ルモノト考フベキガ故＝、開装置ノ優劣＝閲スル大積ノ見常ヲ定ムル上＝於テ誼蛍ナ

ル賓験方法ナリト思惟シクルエヨル。此貰験＝於テ動物ノ；姥死トハ呼吸運動ノ全ク泊失シ

グルコトヲ以テ判定シグリ。 11W錐死＝近キAA態ニ及ベバ一時補助呼吸装置ノ運陣ヲ中止シ

テ20-30秒間コレア観察シ、モシ動物ガ呼吸運動ヲ開始スレバ更＝装置ノ運特ヲ開始スニ

繭後ヵ、 ｝i.操作ヲ反覆シツツ呼吸運動ノをク消失シタJI-時間ヲ以テ質験ア給付シタ P。

故＝舞死後動物ノ心臓ハ角若干時間共自動機ニヨリテ緩慢不規則ナル持動アナシ居ルモノ
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アリタリ。

（甲〕 人工呼吸装置装用戴物J生存時間

人工呼吸装置装月j動物ノ生存時間；J!IJ5.f.：ハ余等ノ活気色巾lJ閉装置ガ電動機ヲ使用セル開係、

上多数例ニ就テ長時間＝亙ル使用＝堪ヘザルベキコトヲ顧慮シ三例＝ツキテ鍔死＝至ルマ

デ測定シクリ。

雨側第二肋間各 3車h!tll問ノ宅ノ

‘て》
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＝
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時
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（乙〉 遁塵装置襲用動物J生存時間（塵差三一六粍水銀柱〉

1 3時間［（）分 15度

11日き間部分1 14皮

6時間40分115皮
4時fll］ ~O分 1ち皮

14時間17分＇ l;:i皮

:!.H庖 l会

1.雪Jtt• b 
2.5疋！♀

2明｜♀
＇.＇.］庖｜♀

’A
時一－。
a
s
ι
z

雨側第二肋間各5粧切開ノ毛ノ

動物生存時間 i卒均室温i徳重！性
I I I 

4時間45分115度 : i.9Af I会

4時間 7分｜ 11度 ! 2.5疋 l念
1時間宮9分1 13度 i 2.8庖！会
2時間54分！ 明 ! 2.5庇i♀

雨側第二即J聞各コ焼切fillノ毛ノ

番号虎｜動物生穿時間！之間三iE,q徳重 性 ヲ昏抗 i 

3 

4 

。

（巾〕（乙〉共f!i.：ぷ動物全部ニ20%「ウ Vタン」毎Jjr:J.O括ヲ皮下ニ注射セヲνタワ。 '.LU金1(1終始＊装置ノ

運樽二位芯ジ摩差ノ虫日キ毛各最恵依f’Fニ泡合スル如P調節Vタリ。又主主入空気ニ:fJVテノ、温度ヲ過冷ナ

ラジメずラ y;tJ'E ニ iil.i~H幸ノ途中ユ蛇管ヨリナル保f旦1青ヲ介在セジメ会例ヲ沼0 テ16-17度（康氏〕ニ保

タジメタ P。

所見概括

同－1条件下ニアリテモ動物＝ヨリテ生存時間＝著シキ差異ア示シタリ n 而シテ此等生存

時間ノ大小ハ大韓＝時テ室温ノ高低＝ヨリテモ影響ヲウクルモノ、如シ。

過~装置装用動物ニアリテハ開放口ノ大ナルモノハ共小ナルモヨ日モ生存時間小ナ P キo

11!.il各側立糎切開例ノ；最大生存時間14時間17分、最小3時間10分、平均7時間G9分ナリシ＝封

シ各側5糎切開例＝テハ最大ι時間45分、最小1時間29分、平均3時間19分ナ Pキ。

人工呼吸装包装用動物ノ；生存時間ハ南側5糎切開例＝於テ最大22時間4.3分、最小11時間、

千均lG時間20分ア示シタリ、此時間ハコレト［1i］ー開放口ア右スル退医装置装用例ヨリモ著
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シク大＝シテ過監装置装用各側2限切rm例ノ生存時間ョリモ払Ji主ニ大ナリキ。

第二章 遁塵装置或ハ人工呼吸装置ヲ装用セラレタル雨

側関胸家兎J 瞳；~亡失＝就テ

此賓験＝於テ奈等ハ店＇WLナJv去問積ア ffスJレ胸腔内臓部ヲ雨側関胸術ニヨリテ会ク大流

中＝開放セラレタJv動物ガ各々ノ補助I呼吸装置ニヨリテ共生命ア保持セシメラル、 121台ノ

肥iEI亡失ノ程度ヲiill:定シタリ。市シテ人工呼吸装置装用ノ場合＝アリテハ此＝ヨリテ符岱

セシメラル、町fi臓ノ調律的膨紡運動ノ：魚ニ胸腔内ノ換筑作用ガ促進セラレ惜ib1亡失ノ程度

モ亦一居増大スベグ理想セラレ伺ルガ故＝此ヲ過監接置装用ノ窃合ノ盟出亡失度ト比較シ

テ某シテ如何ナル数量的差異ヲ示スモノナリヤア探究スルコトヲ主眼トシタリ白自豊温測定

.:= [Ii）テ余等ハ試獣ノ直腸内＝括氏棺・iJR計ヲ押入シテ開脆直前及開胸後ノ一定時間毎＝標示

i毘皮ヲ計測シ此際直腸内在ノ充満セル動物ヨリ作タ Jl-成蹟ハ屡々錯誤ヲ来ス良アJレア以テ

全部此ヲ除外シグリ。

貫験成蹟ハヨた表ニヨリテ示サレタリ。

（甲）過塵装置装用家兎曜温亡安J程度

（イ） 南側第二肋間室2穏切開ノ場合

例開胸i5分 11 ' .] HC .] I・ 0 iL .・. i直前｜後！日分｜：；分＿I)0王子 HC分分 1，以 i宝ii;,[

~I 幻；；：；I ~：：~I ~~：~1 ~~：~：~：：~I ；~~~： ~I ~：~／お
I . I ' ' I ｜りの！の

・:Is仏心dsG.olss心）.ηls5.ol日 I u.119. 
4 I 39.Bi I I :J8.5l 3S l! .41: I ~－山L0 

（ハ）雨側第四肋骨各2・5-4纏切除ノ場合

例｜開胸明itfi)j-130分｜州内l叫亡失平均
店前後 I I , l 分滋室f,\'~
一一一一一一一一一一一
' I I I i ' I 
1 ;;7.(1 I ';;11.S ;;4山G刀円Lο ；：ゴ．（） 5.0 20.0 
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（ロ〉 雨側第二勤聞各5寝切開ノ場合

閣胸：5分，－、. ' ：川＇ n ;uり1亡失
I~ I μ 万山，.｝GO分川分IL 1_: .A-｜直前後 ι ノJI"＂ノ lvv I •· I 

－「一一寸一十一一「プ I I 
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（乙） 人工呼吸装置装用家兎

耀温亡失ノ程度

〔イ） 雨側第＝一三股間各2糎切開ノ場合

例 ・IHJ胸与分 IL5分；；ゆ＇G'l分：lゆ 1二り：さク~：；；；
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4 I :.;s.01 r l：九日；川わ（山川
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（ロ） 南側第＝一三肋間各4-5鍾切謂ノ場合 （ハ〕雨側第四劫骨各2・5-4纏切除ノ場合
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備考嘘湿il!U}C:'l霊験成綴ρ多主主例中ヨリ測定時＝ノ平均室温ノ近似セル毛ノヲ探リ lll＇；！ 表示 ；／ ~

明。室温ノ如何ニヵ、戸ラフ：Z主入空九.＼）温度戸常ニ約16-17度エ保タ νタリ。

所見概括

（甲Ji品竪装置襲用家兎腫温亡失ノ程度ハ術後 2時間ノj態＝於テ南側第二或ハ第三肋間各

2挺切開例、最大4ム最小1.5，王子均2.50（平均室温17.0-21.0〕ヲ、両側第2-3肋間各4-5梶

切開例最大6.0，最小1.5、平均3.63（平均室温17.0-21.0）ア、雨側第4肋骨2.5一生糎切除例最

大5.0、最小1.5、平均2.58（平均室温20-22.0）ヲ示シタリ。

（乙）人工呼吸装置装用家兎ノソレハ両側第2一第3肋間各2糎切開例ハ、最大3.0最小0.2平

均1.85（平均室温19.0-23.0）ア、向上会ー5糎切開倒ハ、最大4.2最小0.8平均2.67（千均室温

16.0-18.0）ヲ、向上第叫力骨2J)-4糎切除例ハ、最大3.2最小0.3平均1.78（千均室温19.0-

21.0）ア示シタリ。

過歴装置或ハ人工呼吸装置ヲ装用セラレタル両側開胸家兎ノ各時間＝於ケル亡失惜温平

均値ヲ比較スレパ失表ノ如シ。

ー川一一一一一一利

繭装置ニヨル各時間亡火種温卒均値比較表

雨側第2-3肋間各2糠 I 雨側第~－:1/Jj］間各ιー ｜ 雨伺I第4百有苓玄百二主
切開ノ；場合 I b糎切開ノ場合 , I 糎切除ノ；場合

町 11時間 12ft削｜ 均 11時間 12時間｜ ω分 11 時間 1~ 日制
三と~~ I 2川 1.60 ¥ 2.06 I 3.63 I o.78 I 1.37 ! 2.5s 
竺_L~と｜ l白川 1川 1.80 I 2.67 ¥ o.38 I 仏93I 1.78 
0.15 J o.65 l o.65 I o.47 j o 26 ! o.96 I o.4o I o.4-1 I 0.80 

以上ノ成績ハ最初余等ノf象想、シタル所ト金ク反霊Jノ現象ヲ示シタ P。印、過墜装置装用

家兎ノi隠温亡失ノ程度ハ同一候件＝於ケル人工呼吸装置装用家兎ノソレヨリモ常ニ迩ヵ＝

大ナリキ。

；品~装置或ハ人工呼吸装置装用家兎ノ偲；毘亡失ノ程度ハ室温エヨリテ多少ノ蟹勤アルコ



Hi茅、耐01~~1向術エ限時！ －＼＜ヲ11＇ペ当補助呼吸裟置ニ日日スルl＂＜験的訓告Y 13 

トヲ認メ夕日。而jシテ同一室温＝アリテハ開放口ノ大ナルホド髄ii亡失度モ従テ大ナリキ。

第三章 過摩装置或ハ人工呼吸装置ヲ装用セラレタル

南側開胸家兎J呼吸運動二就テ

生理的呼吸運動＝二型ヲ直別シ共ーヲ主トシテ上部肋f]・(2-<Y）ノ務上運動＝ヨりテ行A

Jレ、胸式呼吸トシ、 f也ア主トシテ横隔膜ノ運動ニヨリテ建セラル、腹式呼吸トナス。此等

二型式ハ相互＝代償性ア千｛シ共ー＝何等カノ原因ニヨリテ不全！［｝（態ガ起レパ、他ノ型式ノ

増強スルコトア以テ此ヲ補足シ会韓トシテノ呼吸機能ヲ完カラシム。

今、外科手術＝ョリテw側ノ胸壁ガ同時＝開放セラレカHフル＝此際ノ必須佐f1I二タル補助
呼吸装置ガ装用セラレグル；場合＝アリテハ

（ー〉胸壁ノ切開或ハEJ1骨切除＝ョリテ金韓トシテノ胸廓運動ガ降~セラル、コト

（二）駒睦開放＝ョリテ胸睦ト腹腔トノ間＝！t時シタル11N力ノ生理的関係ガ破壊セラレ横

隔膜ノ運動ニ蟹調ア招来スルコト n

（三）装用セラレタル補助呼吸盤置ノ及ポス影響

等ノ諸国ー要約ノ交錯スルコト＝ョリテ此等呼吸運動ノ上＝叢ダ復判［ナル蟹化ヲ招致スベキ

コトハ容易＝想像セラル、所ユシテ、シカモ既＝述ペタル如ク過l!{§装置ト人I呼吸装置ト

＝テハ本来作用ノ様式ヲ全然異＝スJレガ故＝、依テ以テ惹起セシム JJ..呼吸運動ノ蟹化モ亦

自ラ一様ナノレコト能ハザノLベシ。然レドモ、悲ニ賓験ノ；主眼トスル所ハ斯ノ如クニシテ現

ハルベキ呼吸運動ノ愛化＝針シテ一々此ガ生理事的解析ア試ムルコトニ偏存セズシテ、寧

ロ各々ノ援化庁責地密接上＝如何ナル意義ヲ有シ従テ雨装置間＝如何ナル利用慣値ノ差異

ヲ生ゼ、シムルヤノ問題＝向ツテ解決ヲwへγ トスノレ＝アルヲ以テ、会等ハ先ヅ此ノ見地ヨ
リ各ノ；場合ノ呼吸運動ア描詑スルコトヲ試ミタリ。郎、胸式呼吸運動ノ摘記＝首リテハ第四

肋骨軟骨端＝細部ア固定シ之ヲ摘記用横粁＝連結シテ此黙＝於テ行ハル‘肋骨母上運動ヲ

煤紙上＝拍記セシメ、横隔膜運動ノ抗詰＝賞リテハ先ヅ開腹術ニヨリテ実氏ノ；位隔膜緊張

度措置ー装置＝用ヒグ JJ..「ベロツア」ヲ杭隔膜午部＝Mi1iシ同氏ノ拙霊装置ユ多少ノj盤改ブ刻lヘ

グルモノア以テ拙記セシメク P。カク手テ符・ラレタル描記曲線ハ毘ノ；甑隔膜運動曲線ト稲

シ難キモ上越セ 11-余等ノ目的＝向ツテハ概ネ所見Hノ成績ヲ得タJレモノト｛言ズ。余等ハ此等

ノ質験＝於テ、過座装置ョリ人．工呼吸装置へ、或ハ此反iN＝随時随意時換シ得Jレ余等考案

ノ新装置（総論貫験方法参照）ヲ手IJJflスルコトユヨリテ同一動的ニ就テ各設置装用ノ揚合ノ

呼吸運動ヲ観察スJレト同時＝、雨装置ヲ相互＝持換シタル場合ノ呼吸運動ノtrU多笠巡ノ欣

態ヲモ観察スルコトア得タリ。



14 日木外科賓 l画第七谷第一蹴

（甲） 遇塵装置装用ノ場合ノ呼吸蓮動

由来週塵設置ノi装用ニヨリテ吸気運動ガ容易トナP之＝反シテ呼気運動ガ幾分困難トナ

ルノ：事貰ハ既エ多数ノ賀験的並＝臨床的観察＝ヨリテ宵シク認メラレタル所＝シア余等ノ

賓験ノ結果モ亦何等此ト異ナル所ナカリキ。国ヨリ斯ノ：如キ事質ハ一々此ヲ貰験的確謹＝

待ツマデモナク吾人ハ日常例メ強風＝商シテ呼吸スル等ノ揚合＝容易＝此ヲ健験シ得ペシ。

郎、過置、＝ョリテ不断＝鋪張セシメラレシトスル肺臓ヨリ一定ノ呼気ヲ排逐セシタメニハ

常態＝於テヨリモ常＝大ナル努力ヲ要スルコト明＝シテ、コレガ鴛＝呼吸運動＝一定ノ崎

準ヲ来スコトモ亦容易＝了解セラル、所ナルペシ。サレド外科手術＝ョリテ雨側ノ胸壁ガ

同時＝開放セラル、時ハ健煙＝於ケルト異ナリ常ニ胸式呼吸運動＝多少ノi嘩醗ヲ来シ共程

度ハ開放ロガ大ナレバ大ナルダケ益々増大スルモノト解セラJレ、ガ故ュ、此障幌ヲモ代償

スル矯ニ腹式呼吸運動ハ特＝増強スJ'L-コトヲ要スル理ナリ n 事質上＝モ余等ノ賀験＝於テ

ノ、常＝横隔膜運動ガ著シク増進セルコトヲ認メタリ。郎、描記賓験＝ヨリ計測シタル所＝

ヨレバ非開胸家兎ノ横隔膜左宇都ノ上下仮幅ハ1.5-3粍＝温ギザリシモノガ過監装置（，3-

G粍水銀）装用南側開胸後＝於テハ 7-8粍ニ建シタリ。位、第四肋骨・各4糎切除ノ；如キ比

較的大ナル開放口ア設定シタ JL場合ト量産、賓際上＝ハ胸式呼吸運動ヲ表ハス繭他肋骨ノ運

動ハ著シキ陣擬ヲ受ケタルコトヲ認メ難ク常＝相詰＝増大スルヲ見、南側第三或ハ第四肋

骨各2.5----'4糎切除ノ如キ愈大ナル開放口ヲ作リタル場合ハ胸式呼吸＝参奥スル肋骨ノ大学

ヲ失ヒタル結果強’式呼吸運動ハ頗ル著明ナラザル＝至ルヲ認メグリ。

斯ノ；如ク過監装置ヲ襲用セラレタル雨側開駒家兎ノ呼吸運動ハさを髄トシテ著シク増強ス

Jレモノナルガ、一面＝於テコハ極メテ容易＝其最高値＝建スルモノ、如ク余等ハ3-8粍水

銀柱ノ過底＝於テハ共振幅ハ殆ド開放口ノ大サェ閥セザルコトヲ知PタP。

呼吸敢＝於テハ動物＝ョリ、又時間ノ経過＝ョ p、甚グ直々ナJv成績ヲ示シタルガ一般

＝此程度ノ過鹿＝テハ安静健常時ヨリモ場加シ、就中上曾カ11ノ程．度ハ開胸時間ノ推移ト共＝

徐々ニ進行シタルモノ多カリキ。此間柏著明ニ見ラレタルハ、最初ヨリ比較的高監 (6-

7-8粍水銀位）ヲ装用セラレク J'L-動物ハ開胸時間ノ推移ト共＝却テ漸次共呼吸敢ヲ減少シ

タルモノア P シ事賓エシテ此際少シク~ヲ低下セシムレバ忽チ頻敏トナリタルモノ多カ F

キ。コレ恐ラク装用セシ過盤ガ柏高キ＝過ギ、動物ヲシテ念速＝衰耗セシメタA結果ナル

ベシ。 Tお呼l¥k敢＝就テハ後＝詳述スル所アルベシ。

呼吸運動＝関連シテ注意スペキハ肺臓ノ欣態ナリn コハ開放口ノ小ナJ'L-問ハ比較的僅小

ノ過墜（2-3粍水銀柱）＝ヨリテ寄与易＝膨脹セシメラレテ胸腔ヲ充タシ（コハ此際尚多少ノ
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陰Imヲ生ク符；iコトト、動物ガ腹盟主ア崎直iセシメテ横隔膜高位アトラシムルトエヨルモノ

ノ如シ）呼吸運動著シク増強スルニモヵ、ハラズ開放口ヲ常＝気密＝内方ョリ封鎖シ、 l浮

気＝際シテ僅ニ外方＝向テ膨出セシトスル傾向ヲ示スノミナレドモ、開放口ア鏑大スルユ

従ヒ此ヲ充分膨脹セシムルタメニハ比較的高~ヲ要シ開放口ノ大サア Jl,,程度（例ヘパ肋骨

4糎切除以上）以上＝建スレバlf!li臓ヲ充分膨眠セシムルモ、モハヤ開放口ヲ気密ニ封鎖セシ

ムルコト能ハザルユ至Jレっ自！l、呼吸運動＝際シテ雲気ハ自由＝胸腔内＝出入シ殊ニ呼気ノ

際一部』lfi葉ハ創外＝塵~Hセラル。カク産出セラレグル肺葉ハ、モハヤ爾他ノ部分ノ如ク＝

ハ呼吸運動＝ヨりテ膨縮セシメラレズシテ、却テ吸気時＝牧縮シ、呼気時ニ膨脹スルナリ。

斯ノ如ク＝シテ肘i蹴i~全開：トシテハ充分膨脹・セシメラレ居ルエモ不拘賓際呼吸＝参奥スルハ

共ノ一部＝限定セラル、ヲ以テ、主主＝瓦斯交換ノ著シキ快乏ヲ来サシムJレニ至ルモノ、如

シロ一方＝於テ過鹿装置＝ヨリテ絶ヘズ膨脹ヲ績ケシメラレタ；t,Hlfj臓ハ漸弐共弾力性ヲ失

ヒ行クモノナルガ、特＝開放口部ニ膨出セル部分＝於テ共程度強ク途＝「アテレクタ F ゼ」

ノ朕態＝陥ヰリ厩冷シ、表面ハ光津ヲ失ヒ曙赤色ノ出血寵ア認ムルコト多シQ 而シテヵ、

)1,,現象ハ開放口大ナレバ大ナル程径々張ク表現セラル。

（乙〉 人工呼吸装置ヲ装用セラレタル南側開胸家兎J呼吸運動

人工呼吸設置ノ機能ヲ完カラシムルタメ＝ハ動物ノ呼吸運動ガ全然機峨ノ調律＝一致シ

テ行ハル、ヵ、或ハ動物ノ呼吸運動ヲさをク停止セシメテミ草ラ機械ニヨリテノミ呼吸ア行ハ

シムルカ二者共ーナラザルベカラズ。モシ動物ノ呼吸運動ト機械ノ調律トガ全然一致セズ

シテ秩序ナク相交錯ストセンカ、軍＝人工呼吸装置ノ有スル機能ヲシテ不完全ナラシムル

ノミナラズ、諸種ノ手術的操作ア妨害シ、或ハ共賞用的慣値ヲ喪失セシムル＝至ルペシ。幸

＝シテ既＝逮キ時代＝於テ質験上ノ必要ヨリ極メテ原始的ナル人工呼吸援置ヲ以テ動物＝

臆用シタル生理事者ハ、此装置ニヨリテ充分ナル狭菜作用ガ皆マル、場合エハ蛍該動物ハ

全ク「アプノヱ」ノ航態ヲ主スルコトヲ費見シ此ヲ報告スル所アリタリ。余等ノ質験＝徴ス

ルモ此事賞ノ；概ネ過誤ナラザリシコトヲ確認スルヲ得タリ凸印l、呼吸運動描記曲総＝就テ

此ヲ観Jレ＝、胸式呼吸運動、横隔膜運動ハ共ニ装用ノ営初数秒間ハ部被ト同ク調律ノ下＝

殆ド正常ノ振幅ブ以テ運動スルア見ルモ、雨後漸次仮眠ヲ減少？／逢ニ金ク静止ilk態ヲ呈ス

ルニ至ル。無論此等呼吸運動ハ動物店Ii臓ノ換気作用ノ如何エヨリテ影響セラル、モノ＝シ

テ余等ノ賓験＝於テハ全例ヲ通クテ毎分；l0-5＇.）回ノ調律；ア以テ呼吸セシメタルモノナリ。

更＝人工呼吸装置装用雨側開胸家兎ノ肺臓ノ欣態ア観察スル＝、此＝於テハ過墜装置装

用ノ場合ト全然趣ア異ニシ開故ロノ極メテ小（1-2限切開）ナル問ハ前者ト同僚ニ比政竹
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容易＝此ア封鎖、シ得ルモ、ソレ以上＝開大スル時ハ上詑ノ訊Jfltヲ以テスルモ！Mi臓ハ符シク

後方＝退止シタル催、 WJ律的膨縮運動ヲ皆ムユ過ギズ。従テ胸腔ノ前書店ハ殆ド空虚＝近タ

心臓ハ共位置＝杢ク裸出セルヲ見ル0 Rfli臓ハ縮小時＝於テハ、勿論開放口＝出現セズシテ

fi'i＝膨脹時＝於テノミ共前総ヲ現ハスモノ多カリキ。一般＝右lliliハ左『rfiヨリモ強ク後方＝

退止シ、時トシテ心臓ハ少シク右側ニ向テ盤／H-tr｝レ、コトアリ、恰モ右肺ノ膨脹ガ左店Ii=

比シテ幾分不充分ナルガ如ク感ゼシメタルモノアリキ。コレ恐ラク右肺ハ左肺ヨリモー暦

呼気ノ排港ガ容易＝行ハル、タメ＝幾分膨脹位＝保チ難キコト＝悶ルモノナラシ。

人工呼吸装置ノ場合ハ店Ii臓ノ蹄力性ハ温厚装置ノ場合ヨリモ造＝良好＝保持セラレ殆正

常ノ色WJヲ失フコトナカリキJ

第四章 過厘装置或ハ人工呼吸装置ヲ装用セラレタル南側開

胸家兎J呼吸性瓦斯受換z就テ

余等ハ進γデ此等ノ装置ヲ控用セラレタル各々ノ雨側開胸家兎＝就テ共呼吸性瓦斯交換

＝閥スA質験的検索ヲ行ヒタリ。蓋シ補助呼吸装置ノ窮極ノ目的ハ生鰭＝釘シ一定ノ呼事

性瓦斯交換ヲ可能ナラシメ以テ該生髄ノ生命ア一定時間完全＝保持セシムルコト＝存スJレ

ガ故＝、此機能ア最有効ニ登揮スルコトハ13Il最優秀ナル装置ト シテノ霊安保件ノーナルぺ

キナリ。而シテ人工呼吸悲置ト過盤袋置トノ間ニ此鞘＝閥スル如何ナル差異ア設現スルヤ

ヲ検原スルコトガ本質験ノ J主fl~タリ。故＝会等ハ各動物ノ単位時間J ＝於ケ JL 呼吸性吸収酸

主主：並ニ排出炭酸瓦斯量ア測定シ以テ各装

置ノ護現スル機能ア標示セシメタリ H 試験

動物ニハ何レモ20%「ウレタン」毎砥.3.0持

ヲ下皮＝注射セラレクリ。

過犀装置襲用家兎J呼気豪集方法

鎚
一
一
』

築

主
協

戸

》
ノ

一MT
m

y
 

装置裟鹿沼珂第

む....•· 

台Hg

L 

ii!歴装置ハ総論第三卒ニ漣ペタ Jレ所ニ ii'"彼ジ

l'-1νョト勿論ナ Vト、毛木賞品争ニ於テノ、WJ'・会J誘 私

管7＊椅中ニ導FH年該ロ仏心 I• ニ合有セラy タ Jν

瓦Wi"信州中ニI溶解ジ去日げルペキヲ以テ、 C:6.・・ー＿，＿・
此ヲ品；；：グJνタメユ余写ρ＊繍ニfl:;フルユ＊銀椛

（第三悶Hg）ヲ以デジ上部ノ空間ヲナルペグ狭小

ナラジメタリ。

7]t$1l栂 7f-l;;JH-'11!Jレ場合ニアリテノ、ll!/J物＝奥プ

Fレ~~長 771'~昔ノ時ノ！！fill 微納ニノ、補正 る雛寺不

’I、 有司、子製柄任
Gb 「コ’ム」褒
t 品目i管

f，大気ユ問主kセヲ ν』z＇＂管
Ilg ＊銀』官、 II手紙誘導管手
姉人セJレ屯ノ
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使アリタル毛余等所要ノ J!l~l~ 7 保持セジム Fレニ山披4・：~I'.. ~ナカ リキ。 ω最初遊館ノ !fil lf 7有スルヤ守

Hg・ヲ柿Eジ其一端7、火形「ゴムJ褒（GI》〕エ1灰Vm・ケタ市町、子製ffif,>:(T〕ヲjffiジテ外試（L）ニ連絡t

vメ置キ呼気採取ニ'il¥"~テ問ノ ｛tL霞＝ ／，~f'c: 7廻軍事スνバ11-y.与えρ(I然ニ事:f'1• ニ流入ス、但γ此際＂l気 1、総

ス！νノ、一部分l/ifi臓ヲ綾FflセザJレ完全入金気ヲモ混入セル毛ノナ明。

人工呼吸装置装用家兎J呼集緊集方法

人工ll']'－吸装置ノ iID~1抑fl閉装置（第一問、第四r~n ノ排気骨端七ユ前記市子製i!i続（第三岡T）ヲ連結

V治医装佐ノ場合ト同様ニ最初此ヲ外気＇I＇ニ開放セジメ隆寺テ運勝セV ム。 II予気楽集ニ，~~－ ~テ iffif'k7fij

1、同事長ノf;t!rt ニ廻樽ス ν バ呼c'.t.l. ；、訓告？：的ニ事E’，.エ流入ス。此場合ニ於テ，、－~f-吸ニ使用セラ断、~~；；.：，；・

ヲ慎重ニ調節ス pν ヲ~ス。然ヲザν ，~：＆ ~u1::;filk i、ナリ 1:t=Hifi臓ヲ断裂セ V メ或ρ ？）~'.i.l 7，・円'1・’.：：.it入ス

ルヨトアルヲ以テナ リ。瓦別分析ノ目的ニ 1JI.! 月1 セザル場合＝ ρ安全装佼〔m二回H~rl ) 71-付属セVメヨ V

ヲ泊；；＞テ；色系~ ？片礼ヲ i/{[窓セ＇；／ A 11/ ヲ以テ詮~J.号、 ユ特別ノ顧慮ヲ Jlf セメ。

第四函i人工呼吸装置泊以tt-開問機

S;・ 
,e. 

事＼

a 

~ 

S~ 

F~ －－－－⑤ 

I¥! 「マスグJ

a 主主 気管

e 排気管

b 調帯

b. 

、 ノ...s ..... s, 

．、’ー

d 払
も

~I 

⑥＼ 
S1 

s J、何ν屯金属製悶盤
F。

1間ハ其内商ノ構造ヲ示ス

以上述べ担 Jν方法

ユヨリテ余等J、f手・回

呼与え一分間・n:：ヲ深！！＂，

"/;JI；托ニ附属セ Jレ車r1

f幸（t）ヨリ.7)(.;m7 

~リテ気草野ニナサ v

9，レ註身J恭ヲ以子一

定ノ所検呼気7JitJIJ: 

ジホルデー y氏瓦mr

分析望書置ニテ分析ジ

占認 可。 カPV テ 1~1· ラ

ν 担 Jv 呼気•I ’ ノ［受系

抱ニ炭酸瓦j釘ノ百分

合有;ID；ニllf・t.・.一分間

茸i：ヲ事長＇；：／ 鼻，レ毛ノ，、

該呼気一分間Ji!：『 I• ニ

合有セラ Jレ、酸素立主

＝炭酸瓦斯合有:Weナ

ルヲ以テ激メii制定V

置キタル主主入設立； 』 I•

ノ爾瓦Wi合有fill、此

1、ノ各々ノ差7求ム
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v 〆 1手分吸牧酸素量拾ユ排t世炭酸瓦新民ヲ獲ヲルベ＂＂＇0 「ゴム」褒＝採取ジタ 11/毎分呼気量J測定ハ~

感生恕単数室ニテ緒方氏ノmbタル方法ユ銭リタ官。－

人工呼吸装置逼気管開問機J説明

第四国中 S1 ・只・~2 ）、各金属製図盤ユ下回ノ如キ構造ヲ加......s 7•1•央；ニ S1 ・ s~ 7其両側ニ互ニ翁務的

ユ！＆.＇荒立主立セジメテ組ミ立テ』ZU毛ノニジテ Sニ調幣 b ヲカケ電動機ユヨリテ廻樽セ ジム。此時Sユ

努タレタ市一子L0 :n·S1 ・~~ ニ設ケラ ν~Iν牛劉形ノ海 F1・ F~ ニ 玉Eナリ初ム ν バ主主気~； a 司リノ lfi!~

Z宜主主:n・ Fi F2ノ底ユ穿担 νタJν小孔ヲ油リテ「マスグJ M ノ側ニ座主主セラル。此作用ρ0:n・ Fl・F2

ヲ会FjITJ ；＠＿＂＂＇終 1レマデ縦後V吸'.f.iニ相前ス。

~｛.：＝. OJi•!k-J稀側ノ溝 F'1 ・F＇~ニ ill ナリ初ム V バ主主ニ aJ-' ~スグ」干ノ交沼ρ金グ遮断セヲ ν新タニ「T

7. ~ .J I、排気脅 e トノ［悶ノ交jfilγ成立スル故ニ動物ノ呼肉スル~·~主ρF’1・F’E ノ底ノ孔ヲj泊リテ e 弓

’t非主主セヲ Jレ。 此作用ハ呼気ニ相官tスル毛ノニジテ 0γF'1F’P 7会グ沼泊三ん修Jレマデ綴縦ス0 ]I IJ 
テ白ノ一週締毎ニー呼吸ず完！友スルナ 1)0 今、只ノ廻締法皮，，' 'ill:動機ノ「プーνー」ノ直径ト Sノ直

忽 ト ノ 比2え’芯動機ノ j廻事事数ニ夫々正比例スル 11＇ 故ニ l比等爾因子ヲ調節スルヨ干ニヨ事テ賂Ffr~ ノ j廻事事速

度ヲ得ヲ Jνぺ主／。或ρSト電動機トノr.司ユ 1ー数個ノ他ノ滑車7介在＂＂ Vムyレ毛可ナ官。

（甲） 過塵装置ヲ装用セラレタル雨側開胸家兎J呼吸性瓦斯完換

（イ〉 扇側肋間各ニ糎切開ノ場合（不完全開放性筑胸ノ場合）

既エ本編第三章ニ於テ述ペタル如ク、両側肋間二籾1切開ノ程度＝アリテハ肺臓ハ過座接

置＝ヨリテ容易＝膨脹シテ開放ロヲ内部ヨリ会ク密閉シ呼吸運動増強スルニモ拘ハラズ外

気ハ更＝胸腔内ニ向テ ~u入スルコトナキガ故＝動物ノ呼吸機能ハ比較的良好ニ保持セラル

ルガ如シ。而シテ斯ノ如キハ胸壁ノ一部分ノ切除ア要スル外科手術例ヘパ胸壁腫揚ノ1刷出

術等＝際シテ屡々見ラルペキ場合ナリトス。’貧験ノ結果ハヨた表＝示サレタリ。

第ー伊］家兎（2. .SIζg. ♀）岡側第三肋間各2cm.切開 気i混15℃ 気感 'i62mm.

一一一＿：＿＇ －－－~ ｜－土」－ c臼 I ~2-__ J~三
一一一千円比 l竺川~~土l~l 比｜則 i~~I_
7干！~~-'"' :_s，，＿！~竺~＼~~習亙i_23日
I 5' I !);} I 1.叩 11osoi 悶 i'.!0.4 I 1.05 J 1s却 Io.9s ！山3! 0.凶 i0. 守7 

術 i15・ : 49 I i.11 : 

i :: I :: I ::: I::: i '.::: ::: i :;: [::::・ i叫；；；i:::; l ::: 
I 90・ i 48 1 1.…{i : 3.引GO.S ::.i:; I 2:1ベ1ヤ［）0i 1.15 i 0.77 
即 I;:;s : 1.82 ! 1s5o l。.1-;-, :n.9 : i叫 il7Hl 091 J町主 l0.7'! 0.88 
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第二例家兎（2.0l王g. 会）爾側第四！的問各2cm.切開気温 19°C 気盛 762mm.

z v T C02 02 R.Q 

60’ 52 1.00 1641) 1.92 31.54 1.¥)2 11.50 0.72 16.27 0.84 0.71 

後 I901 6') 1.15 1215 .1.42 20.2:; 1.23 10.62 0.67 16.70 0.86 0.64 
120’ 60 1.15 1235 1.44 20.58 1.'25 14.50 0.91 21.92 1.13 0.66 

第三例 家兎（会 2.2Kg・〕爾側第四肋間各2cm・切開 気温 21°c 気盛 752mm.

術前ι記｜ιl~Iι~
51 I ?.8 0.9.) 1100 UiO 28.95 1.79 5.82 0.56 7.69 0.50 0./6 

街 151 37 0.93 Hf>O 2‘52 39.46 2.45 7.59 0.73 12.04 0.'79 0.63 

301 35 0.88 171i2 3.r,4 50.34 3.U 6.48 0.62 15.79 1.04 0.61 

601 34 0.85 810 1.40 23.82 1.48 4.50 04:> 7.12 0.47 0.63 

後
901 36 0.90 1150 250 40.23 2.50 8.06 078 rn.oo 0.85 0.62 

1201 36 0.90 1694 2.92 •J7.06 2.92 7.8-l 0.75 11.45 0.75 0.68 

Z＝毎分呼吸数 V=1す分呼吸走 T=(V/Z〕毎回呼吸主主 C02＝毎分排出炭酸瓦斯量

02＝毎分吸牧酸素最 R.Q＝呼吸係数 （以下之ユ準メ）

所 見概 括

各例＝就キ術前ノ毎分平均値アートシテ術後二時間内＝於ケル各欄ノ毎分平均値ヲ求ム

ル＝戎ノ如シ。

例 z v T C02 I 02 

1 1.16 2.2G 1.97 I.CO 1.02 

2 1.10 1.41 1.3'.l 0.89 1.03 

3 090 2il8 2.33 0.65 0.7;; 

総卒均 l1.05 I 川｜ r.ss I o.s5 0.93 

量＝於テハ約 15%ノ減少ア示シタリ。

IW術前＝比シテ、毎年分呼吸

圭（使用空気量ヲ意味ス）ハ

平均二倍強＝相官シ、呼吸敢

及毎回呼吸主：モ共＝増加シタ

リ。之＝反シテ吸牧酸素量＝

於テ約 7.o5'~ 排出炭酸瓦斯
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吸牧酸素量此＝排出茨酸五斯量ノ減少ハ大鰹＝於テ時間ノ；推拶ト共＝遮減シ行クガ如ク

考ヘラ JI.-レドモ以上ノ貰験例ェテハ必ラズシモ然ラザルモノアリキ。

（口） 南側肋間ヲ各二糎切開シ開放ロヨリ大気J胸躍内＝

出入スルコトヲ許シタル場合（完全開放性気胸〉

雨側ノ肋間ヲ各二糎宛切悶シクル後開放口ヨリ口径約7粍ノ硝子管片・ヲ胸佐内ユ挿入ス

JI.-時ハIW臓ハ該硝子管ノ：馬＝僅ェ－）j：：.排掛セラレ呼吸運動＝f'Iとヒテ空気ハ管臨又ハソノ

周囲ョ P胸腔内＝出入スル＝至ル。ヵ、ル揚合ハ、過座装置l区別ノ下＝行ハJレ、開胸外科

手術＝於テ目白，佐内部＝向テ何等カノ操作ヲカ11ヘシトスル時常＝必ズ成立スベキ!U＼態ナノレガ

故＝、此l{;l：態＝於テ呼吸性「ガス」交換ガ如何ナル影響ヲ蒙ムルモノナルヤヲ質験＝ョリテ

検索シタリ。（余等ハ此,'lj＼態ヲ特＝完全開放性気胸ト名ヅケグリ）共成韻ハol（表エヨリテ示

サレタリ。

~Ii~ ~ 
第二例家兎（ll l.~ ！；日・〕附似lj第二日］］間 f:l--2cm.切開気温 14 'C 気IW 7；，：’llllll. 

I 三一ーI_ －－ ·~ J T L－－・・＝竺－－｜ （）~ I R.Q 
一一｜主主！ょi主主｜三国土｜竺！と竺！？！ー比I＝~ 
術前 I.J:i 1 i.oo I ::;oo / i.oo I i:i 2 1 i・(JI)j l:!.!!.J : 1.00 I lG.83 i LOO I 0 77 

一戸1~1τ1~同同一1 －~；~ i司副長一 1·~.~－
術 Ii：；’ I 48 I u :.! I i::20 i 2 is 1 2.5 . .i : i出 I-tH ! (l.:i2 ! i::;.oo I o.s9 i o.2s 
I 3：）’｜ れ I i. u i 2430 I 4.::i i uo.G I 日お13.SS ! 0.30 i 10.!lO ! 11.G'.l ' O :17 
I 60’I GO I 1.•10 I 1205 I 2.L) I 20.1 I 1.52 I 9.04 I 0.70 i 13.9~ Iυ.s3 I o.山

後 I90・ I 54 ! i.2G；川o! 5.so I 川 I4.321 .1何 1 o.31 J 12.10 I川｜ ω
！即｜印 It~1 ! i2t円 1 2.~1 ! 210 ! 1.59 I :-.. 12 ( o.:19 ji:;,9,:; : o.s~ I o.: 
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第三911 家兎（会 2.5l·:g.）雨in~第三即J間各2cm.切開 気温 15°C 書記Jn 762mm. 

I v I ’r I co2 I 02 I R.(2 

一間1~1亘て~I~王出土｜旦1~1~
w==;=i~l~！~！~I互l~l~~~E~~I~：三

か I(;4 I I沿7I 872 I I.I引 I>WI 1.09 114.97 I o.83 I 19.3L I 0.89 I .7::> 

術 I15' I 04 I 1.01 I 13:3s I r.7.8 I 20.9 I un I 1:>.9:> I 0.11 I 11.s3 I 0.82 i o.rn 

ご｜：；｜出竺I~－：~ I ~~.6 I ~：~： ! 11：~~ 1 o 63 1 ~：：~s 1 o白川
! I r.20 I 1962 I 2.62 I 27.:1 I 218 112.88 I o.71 I 13 81 I o.64 I .93 後 I90' i I I i幻引 I I I I I い・9

第四例 翼民兎（♀＇.＇ .lKg.）雨側第三f])J間各2cm.切開気温 15°C 気腿 'illmm. 

則自i比抑.jlj 比｜剛比筑測｜比側｜比
昔話 前 IH 100 I 670 1.00 15.2 1.00 16.98 i 1 00 : 1仰 0.82

一一一一一一一一一 一一
5' 40 0 91 11338 2.44 41.0 2.70 5-42 0.32 8.52 0.41 0.64 

術 15' 46 1.05 l¥Jl4 2.86 41.6 2.74 11.04 0.65 20.6生 1.00 0.53 

30’ 48 1.10 2180 ;;.25 60.6 3.92 12.23 0.72 16.70 O.Sl 0.7九

60’ 52 1.18 1855 2.77 35.7 2.35 1.39 0.08 4.88 0.24 0.28 

後
。。， 52 1.1ち 1790 267 34.4 2.2tl 9.13 0.54 15.06 O.'i-! 0.59 
121）’ 64 H:i 11708 2.55 23.7 1.76 8.76 0.52 15.18 0.73 ! 0.58 

所 見 概 括

各例＝就キ術前ノ毎分平均値ヲートシテ術後二時間内＝於ケル各瓶子均値ヲ求ムレバ;;1c

ユ

一

山

川

叩

州

一

附

句

士

印

必

閉

山

訂

一

回

C

一一
0

0

0

0

一
o

r
一
凶

m
m
m
一m

tJι 

士

山

ω
山

一

山

例
一

1

2

3

4

一
向

表ノ如シロ

gp、術前：；F-均値＝よヒシテ、

毎分呼吸量（使用空気量）ハ約

2.5 俗＝相蛍シ、呼吸敢及毎

回呼吸量モ共＝カナリ士？？力11シ

タリ。之＝反シテ排出決酸瓦

itJr量ニ於テハ 48%吸収酸素量ニ於テハ 33J,j'ノ減少ヲ示シグリ。

（ハ〉 雨側肋間各五糎切開J場合

開故口ノ増大スルト共＝膨脹店Jiア以テ内方ヨリ此ア密閉セシムルコト困難トナリ従テ呼
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吸運動＝一致シテ空気ノ胸睦内＝出入スルコトモ亦ー居眠度トナリ建ニ肺葉ノ一部ガ創外

＝股！日スルコトアルハ既＝連ペタル所ノ：如シ。家兎ユ於ケル5糎切開ノ程度＝テハ動物jl

狂燥セザ）J.,限リ防Ii葉股出ハ比較的稀＝ノミ観察セラレタルモ2糎切開ノ場合＝比シテ貯吸

性瓦斯交換ノ上＝ハ著シキ障碍アルコトヲ詮明シグリ。

貰験成積ハ':j；去ニヨヲテ示サレタリロ

術 15’ 
30’ 29 0.()9 2100 2.16 72.41 3.13 5.'W 0.36 0.65 

()0' 4:) 1.07 14:):) I.GO 32.33 1.40 4.43 0.23 8.02 0.36 0.55 

90' 46 1.10 2430 2.51 52.83 2.2¥J 5.55 ο.＇..m 1.01 0.32 o.’79 

120’ 4.6 I uo  1Gos 1.6() 3!.96 1.51 2.91 0.15 3.83 0.17 0.75 
後

~ιi割引~！~
5＇口τロ~＼－－；；司三；工広；－1~1－；；子日；－＼~日戸日J

街 15' 

30' 
37 I。γー51「γぺ。γ1I o.叩 17

60’ 28 O.E4 2620 3.17 93.43 5.89 痕跡 痕跡

後
90' 

120’ 

第三例 ；＜）°｛兎（♀ 2.5Kg・〕繭側第三肋間各5cm.切問 主主ilil 17°C 気m 755111111. 

I と＿J ~ I ~ L三三＿J 02 巴三

一一＝l~i土但1二~L：出土｜竺~L~l~I土ー
術前 l52 1 1・00いらo i.oo I IG.3 I i.oo J rn.76 I i.oo I 22.;>7 1 i.oo I o.75 

I 5' I ~4 1.C4 I 2~GO ! :>.7 8 I ・l:;, 7 i 2.68 112.12 I 0山 1rn.02 i o.n I 0.16 
街 l15' I oo I i.21 I v,oo i i.川 2~.1 i.39 I州 i仏54I 15.55 i仏10I o.58 



Iii茅、隔制開胸｛荷エlil!J.mkヲiVぺ者補助呼服装置ニ閥スル1荷験的郁究 2~ 

30' 63 ’1.;11 ' 1726 2.03 :z;:;..i 1.56 10.29 

60’ 44 0.85 ::47.J 2.91 56.九 :;.45 5.tlS O.il3 9.08 0.41 O.tl3 

後
90' ｜痕跡 痕跡
121' 

第四例家兎（♀ 2.[)1'王g.〕府側第四肋間各Gem・切開 気温 IS。C 匁~ 755mm. 

z I v I ~ I 叫 I 02 巴三
酬 L~l~l~I主主比三主！ム｜州｜比

~~1~1~1二！と｜竺｜竺主i~竺三出豆~~1豆

後

5' 6') 1.25 1080 1.21 18.0 0.97 10.26 0.57 12.82 0.61 o.so 

15' 60 1.25 2672 3.00 44.5 2.41 13.41 0.75 lS.54 0.87 0.72 

30' 56 1.17 214'3 2.41 巳）8.ιO， 2.07 12.54 0.70 16.85 0.80 0.74 

60' 60 1.25 2600 2.92 43.3 2.:l4 12.96 P.72 9.i:2 0.44 1.38 

90' 44 (¥92 117ゐ 1.i:2 20.1 1.H 2.47 0.H 5.69 

120’ 44 0.92 ~H!)O 2.S') 4:1.3 2.:l4 1.14 O.OG 0.68 o.o：~ 

所 見 概 括

術

四例中、第二例ハ開胸後1時間、第三伊jハ so分＝シテ既＝毎分吸l投酸素量排出茨酸瓦

斯量：共＝共痕跡ア詮明シクルエ過ギザリキ。

他ノ二例＝就テ術前ノ毎分平均値ヲ 1トシテ観タ；qijtJ後2時間内ノ各欄毎分干均値ヲ表

」」一二｜」一｜三二~＇二二＝
cυ

凡

け

一

命

。

”
ο一
d
宮

内
U

ハ
い
一
ハ
V

『
会

内

び

可

Q

H

A

A

一
z

o
o

－0 

1

L

一…U

0
0
0
0

一
ハリ

y
i
Q
ρ
一
の
ム

3

3

一o

ハU
T

i

－YE
4

1

4

一
向

Gil.毎分呼吸量ハ術前＝比

シテ約2倍強＝相賞シ、呼吸

主主＝若干ノ増加ア リタルモ結

局毎回呼吸量モ亦約2俗強ヲ

示シグ リ。之＝反シテ排池茨

酸瓦斯量、吸収酸素量ハ共＝著シク減少シタリc就qr毎分排池炭酸瓦斯量＝於テハ質：：.63

%、吸牧酸素量＝於テハ 57~~ノ減少＝テア リキ。

（乙） 人工呼吸装置ヲ装用セラレタル南側関胸家兎J呼吸

性瓦斯受換

（イ） 雨側肪間各二糎切開J場合

両側肋間各2糎切開程度ノ開放ロノ場合ハ人工呼吸装置ヲ装用スルモ比絞的容易＝肺臓
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ガ膨脹セシメラレテ開放口部ヲlJi)i';スルモノナルコトハ既＝述ペタル月！？ナルガ此場合＝於

テハ過座装置装用ノ時ト異ナリテ町Ii臓ハ絶ヱズ調律的＝一定度ノ膨縮運動ヲ詩話セシメラ

ル、ガ矯＝開放口ヲ内部ヨリ完全：.¥t；閉スル＝至ラズシテ空気ハ常ニ肺臓ノ運動＝一致シ

テ胸腔内－＝－1:!1入ス。印1余等ノj府間完全開放性気胸ノ欣態ヲ呈スルナリ。従テ本貫験＝於テ

ハ特＝非完~開放i士気胸ト完全開放性気附j トノごノ場合＝分チテ｛間々＝取察スルノ j要ヲ認

メザリキ。

質験成＊1t~、：）（去三ヨリテ示サレタリ。

(I}'.,!; ~－fJIJ '.i＇兎（会 2.:lKg.〕阿側第四肋間各2.cm.旬， ~rJ 伝法：1°C おm~ 758nn九

χ i v i 'l I l I ）~ I 02 I R 

一一干ヂ竺i 上L三主｜ヰで 主主！とl旦！ム｜旦1~1=
術前 ；：－， ¥ l.f)t) Gれ Ii.oo is.s6 I IJIJ 11さ.5¥JI i.山＼13.44 I i.oo I o.94 

5’＇ 5~ I 1..i.9 f¥l;) I i.::;::i u .1ヨio.91 ¥ 12.73 I 1川＼14.SG I 1.11 I 0.86 
後 I10’ 5ヨI1.49 1100 I I.GI ~1.1) : 1.12 ¥ 1:1.¥1: 

：：り，.［8 I L:I 附zI 1.41 1リA~ : 1.03 I 14Sl I 1.l'i I 19.75 I 1.-!7 I 0.7-l 

60’ 4ラ！ l.:li 11(;0 ! l.76 ~U7 i l.'2S ¥ 12.77 I 1.01 ¥ 14.3li I l,f(j I 0.8~） 

術！ !;)Or ~ 40 11.14川1幼山口 I1.!J; 11ゴ！” 11.03I 15.50 I 1.15 I 0.84 
］~（） ’ W I 1.49 1200 ! 1.82 2:1.0; 1ぷ’＼14.ou I 1.1コI1::.4:: I i.oo I i.05 

第三例 ’ぷ兎（会 1,1）にZ・）爾側第四肋r:nf千2cm，切間 以i~t 21＇°に主主底 760mm.

‘一二ーし二一L 1~＿ 1＿竺－ I ( ）~ 寸7
一一｜主主よ｜主主1~1~！ 比 ｜型 ι！！~－－~－－］三
術 前 I48 1.11円IGlS I 1川 ：1ゴ川 ！l川 t¥1,;;;:, ! 1.りo; 14.7:: , l.O'.l ! o.r. ：~ 

I ,,, I .[:J 0.83 I G72 I 1.09 ]1).IJ() i 1.24 I ::..r;,; Iτ玉川ぶ I瓦I~
， 術 I Vi' I 40 (1.!';1 i 山 0I 1.76 ~7.:JG I :J.l:l I 111.:;1 : l.11 : 1:1.1:: ｛｝リコ ｜ ぃ．
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3リ’ ・F> l o.¥1-l 976 : 1.;,s :!1.li'J 1 I.68 110.ss’l lG 山 l.f1;JI 0ユ

60’ 50 1.04 1210 1.96 24.20 1.88 8.66 0.9:: 11.07 i 0.7.) : 0.78 

90’ 後
42 . o.88 ' 1n4 VB  21.io Vl9 6.87 n.7 ：~ 12.92 ; o.ss , o.：；ユ

120’ 46 i附 91) 1.48 I 1附 Ir.54 9叫山山4i 1.01 I O.Gl 

所 見概 括

各例＝就キ術前ノ毎分平均値ヲ 1トシテ術後2時間内＝於ケ；＼..各欄毎分子均値ヲ求ムレ

。。 z v i、 （〈）ゅ 1 0。

一一一 ザー一一 一一 一

1 1.16 i.::2 1.15 : 0.¥J'I I 1.02 

2 ;I..39 1.れ4

長。】・ ο.¥12 V:.iG J.69 0.91 （＇.向5

純平均 ｜ 1.16 1.51 1.:l-l i “時 l1.0:1 

バ次表ノ如シQ

IW毎分呼吸量ハ健常時ノ約

1.5 俗＝相官シ、毎分呼吸数

（機械ノ調律）ハ僅＝増加lシタ

ルモ結局毎回呼吸量ハ術前平

均値ノ約1.341去ア示シタリ。

排他茨酸五斯量ハ僅々 2%ノ減少アリタノLモ吸J炊酸素量＝於テノ、術前ト異ナル所ナカリ

キ。

（口〉商側肋間各五糎切開J場合

此程度ノ開放ロニ於テ人工呼吸袋置ア最mスレバmli臓ハ著シク後退シテ胸陸前部＝大ナ
ル主主I問ヲ践シクル7 、＝テ調律的膨縮運動ア皆ミ且ツ開放日ノ殆全口径ア以テ大気ト交通

ヲ保ツガ故＝胸腔内座ハ常＝略犬家t／~＂＇－等シク従テ宰気ノ ti\入ハモハヤ著IJJj ナラザルユ至

Jレ。此際ノ呼吸性瓦斯交換貰験ノ成績ハ尖表＝示サレタリ。

第ー例家兎（会：！.l)J<g.〕雨側第三肋11日各5cm.tJJ悶気温 J::;uc )f：｛限 755mm.

I v I T I ：α川町 IRQ  

~~＝~＂＂！~~~1~1旦l~J~~l＝~I.主主l比i~ ：~I===··
術前 1~＿ 1 i.ooに竺l1.00 l 16.S ! 1.00 ¥ 1-1.29 I 1.00 I 山； ：~I~~
5’I 5・1 I 1.29 I 84!) I 1.20 I 15.7 I 0川 I16.'.i6 I 1.18 I :!O.ユ7! 1.11川.81

術 I15’I s:; I i.<cG I 9G・1 I u; i 18.2 I i.08 I 11.n I刊に： I~n.::: : . i.09 ! o.58 

3'l’i 46 I 1.10 I 760 I I.OS i 16.6 i Q.99 I 8.46 I 0,;)¥I l H.99 O.Sl I 0品
60' I 46 I uo  I s日6I i.21 i~1.5 I 1.16 J 10.71 I o」75I 11.26 I 0.94 I O.G:.! 

後 I90' I 50 I 1.19 I 810 I 1.15 ! lG.2 I 0.95 I S.06 I 0.56 115.GS I 0.85 i 0.51 
即｜ 52 I 1こ.i[ s12 I 1.15 [ i:s.G I o.部 I8.45 I 仏印1::A>! 0.71 I 0. 
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~I~ 
a i ,:: I ~ I :i I ~ I ~~，I ~~； I ~~ I ＇~：； ! :;: I:::: I ~~ I ：~ 
｜主~ι止~： 

所 見 概括

各例＝就キテ術前ノ毎分平均値ヲ 1トシテ観タル術後2時間内ノ各欄毎分平均値ヲ求ム
レバ次表ノ：如シc（未完）


